
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　江差病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 146

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 16 - ド 透 未 訓 救 臨 感 へ 災 輪 48 4 198

112

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　南檜山第二次医療圏における地域センター病院
として、圏域で唯一の精神医療の提供及び人工透
析を実施するとともに、救急医療機関として輪番
制に参画していることや、災害拠点病院の指定を
受け、災害発生時にはＤＭＡＴ（災害派遣医療
チーム）の派遣体制を整備するなど、救急医療や
災害医療の中心的な役割を担っている。

5,370,807 12,101 非該当 １３：１ 112 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成27年度まで上昇傾向にあっ
たが、平成28年度は患者数の減少による④病床利用
率の低下や、⑤入院患者１人１日当たり収益及び⑥
外来患者１人１日当たり収益の減少により下落して
いる。
②医業収支比率は、職員給与費や材料費が減少した
ものの、患者数の減少による④病床利用率の低下
や、⑤入院患者１人１日当たり収益及び⑥外来患者
１人１日当たり収益の減少により下落傾向にある。
③累積欠損金比率は、平成26年度の会計基準見直し
に伴い、未処分利益剰余金の計上による累積欠損金
の減少により下落したものの、平成27年度以降は純
損失の計上に伴う累積欠損金の増加により上昇して
いる。
⑦職員給与費対医業収益比率は、職員給与費は減少
しているものの、患者数の減少などによる医業収益
の減少により上昇している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

52.5当該値 88.3 93.1 101.5 112.4 95.9 当該値 75.0 71.6

28,830 28,227

46.6 40.6

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

843.3 939.3 1,053.2 当該値 62.1 56.771.7 67.6 63.3 当該値 903.5 958.9

69.0 67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止によ
り、有形固定資産減価償却累計額が増加し、その
後は経年により上昇している。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準
の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有
形固定資産減価償却累計額が増加したため大幅に
上昇したが、平成28年度は高度医療機器の更新に
より下落している。
③１床当たり有形固定資産は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により
増加したが、その後は下落傾向にある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

19.0当該値 70.4 75.7 78.9 85.7 90.7

平均値 31,111

当該値 21.8 20.4当該値 9,054 9,143 9,860 9,802 9,53927,255 25,978 19.8 19.4当該値 29,270

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である②
医業収支比率、④病床利用率及び⑤入院患者１人
１日当たり収益は下落傾向にあることから、診療
報酬請求の適正化による医業収益の確保や、圏域
内において必要とされる機能の充実を図り、患者
数を確保していくことが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有
形固定資産減価償却率や②器械備品減価償却率は
上昇傾向にあるため、耐用年数を大幅に経過した
医療機器等の更新を進めながら、医業収益の確保
を図ることが必要となる。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

66,129,076 60,516,263 61,111,843

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

当該値 57.5 58.9 67.3 68.5 68.6

H28 H24 H25

当該値 61,695,066 60,206,808当該値 61.9 60.8 81.2 84.5 79.7

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5
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【44,050,160】
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【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　羽幌病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 120

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 11 - ド 透 訓 救 臨 へ - - 120

45

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　留萌第二次医療圏における地域センター病院と
して、同一圏域のセンター病院や地域の医療機関
と連携を図るとともに、人工透析を実施してい
る。

5,370,807 8,702 第２種該当 １０：１ 45 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成27年度まで上昇傾向にあっ
たが、⑤入院患者１人１日当たり収益は増加してい
るものの、患者数の減少による④病床利用率の低下
や⑥外来患者１人１日当たり収益の減少により下落
している。
②医業収支比率は、職員給与費が減少したものの、
患者数の減少による④病床利用率の低下や、⑤入院
患者１人１日当たり収益の減少により下落傾向にあ
る。
③累積欠損金比率は、平成26年度の会計基準見直し
に伴い、未処分利益剰余金の計上による累積欠損金
の減少により下落したものの、平成27年度以降は純
損失の計上に伴う累積欠損金の増加により上昇して
いる。
⑦職員給与費対医業収益比率は、職員給与費は減少
したものの、患者数の減少などによる医業収益の減
少により上昇している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

23.8当該値 80.9 89.2 101.1 114.7 95.2 当該値 58.1 64.5

28,093 29,229

21.3 19.1

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

1,540.8 1,570.1 1,667.7 当該値 28.9 24.061.4 61.1 57.5 当該値 1,576.9 1,580.7

69.0 67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止によ
り、有形固定資産減価償却累計額が増加し、その
後は経年により上昇している。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準
の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有
形固定資産減価償却累計額は増加したが、その後
は下落している。
③１床当たり有形固定資産は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により
増加したが、その後は下落傾向で推移している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

23.3当該値 94.9 82.9 87.4 93.9 97.7

平均値 31,111

当該値 23.7 22.3当該値 10,330 10,573 10,545 11,135 10,99927,969 29,996 21.2 20.9当該値 26,135

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である②
医業収支比率、④病床利用率は下落傾向にあるこ
とから、診療報酬請求の適正化による医業収益の
確保や、圏域内において必要とされる機能の充実
を図り、患者数を確保していくとともに、⑧材料
費対医業収益比率は増加傾向にあるため、効率的
な使用を図ることが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有
形固定資産減価償却率は上昇傾向にあり、②器械
備品減価償却率は平均値を上回っているため、耐
用年数を大幅に経過した医療機器等の更新を進め
ながら、医業収益の確保を図ることが必要とな
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

55,152,433 50,795,942 50,764,908

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

当該値 44.3 47.1 53.4 53.8 56.1

H28 H24 H25

当該値 51,907,925 50,560,767当該値 75.5 77.3 87.3 76.7 75.8

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5
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【74.2】
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【63.6】
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【89.5】
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①経常収支比率(％)

【98.4】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　緑ヶ丘病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 1 - - 臨 168 - 168

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　十勝第三次医療圏における精神科救急及び急性
期医療の病院として、平成27年３月から精神科救
急入院料病棟の運用を開始し、入院後の早期の地
域生活への移行や、退院後の訪問看護等による在
宅支援、圏域で唯一となる児童・思春期精神科医
療の専門外来や専用病床を有するなど、圏域にお
ける中心的な役割を担っている。

5,370,807 13,670 非該当 １５：１ - -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成27年度まで上昇傾向にあっ
たが、平成28年度は⑤入院患者１人１日当たり収益
及び⑥外来患者１人１日当たり収益は増加したもの
の、地域生活への移行に伴う患者数の減少による④
病床利用率の低下により下落している。
②医業収支比率は、地域生活への移行に伴う患者数
の減少により④病床利用率は低下したものの、平成
27年度から精神科救急を実施したことにより、⑤入
院患者１人１日当たり収益が増加し、平成27年度以
降は同水準で推移している。
③累積欠損金比率は、平成27年度まで下落傾向に
あったが、平成28年度は純損失の計上に伴う累積欠
損金の増加により上昇している。
⑦職員給与費対医業収益比率は、職員給与費の減少
や精神科救急の実施による医業収益の増加により、
平成27年度以降は下落傾向で推移している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

65.8当該値 88.4 95.9 101.2 109.0 96.5 当該値 55.9 57.1

15,175 16,758

56.2 52.2

平均値 99.8 100.0 101.3 101.1 101.2 平均値

1,234.4 1,137.5 1,183.1 当該値 78.8 75.355.2 63.8 63.0 当該値 1,355.2 1,343.7

72.3 74.8 73.4

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

146.1 153.3 145.3 184.4 163.2 平均値69.6 69.6 69.1 69.8 69.4 平均値 74.2 73.6

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止によ
り、有形固定資産減価償却累計額が増加し、その
後も上昇している。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準
の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有
形固定資産減価償却累計額は増加したが、その後
は下落傾向にある。
③１床当たり有形固定資産は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により
増加したが、その後は下落傾向にある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

18,742 19,795

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,856 8,812 8,588 8,536 8,50220,395 20,681

6.4当該値 127.8 125.5 127.8 111.2 112.8

平均値 18,124

当該値 7.7 8.2当該値 6,671 7,156 7,419 7,691 8,46021,284 23,019 7.5 6.1当該値 14,407

全体総括

平均値 10.7 9.9 9.0 8.4 8.1平均値 86.0 84.5 84.4 84.6 85.6

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である②
医業収支比率は、平成27年度以降は上昇傾向にあ
るが、④病床利用率は下落傾向にあることから、
圏域内において必要とされる機能の充実を図り、
患者数を確保していくことが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有
形固定資産減価償却率や②器械備品減価償却率は
上昇傾向にあるため、耐用年数を踏まえながら、
大幅に経過した医療機器等の更新を進めるととも
に、患者ニーズに対応した療養環境を整備しなが
ら医業収益の確保を図ることが必要となる。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

39,983,756 36,121,690 36,035,077

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 22,744,336 23,558,262 24,879,291 26,363,375

当該値 72.7 72.4 80.6 80.3 81.5

H28 H24 H25

当該値 32,523,695 31,771,572当該値 70.8 70.2 80.5 77.4 78.6

26,996,532平均値 51.4 52.4 59.8 61.8 66.3平均値 37.4 39.0 43.7 44.3 46.7
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④病床利用率(％)
【74.2】
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③累積欠損金比率(％)
【63.6】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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【13,758】
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【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　向陽ヶ丘病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 2 - - 臨 105 - 105

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　オホーツク第三次医療圏における精神科救急及び
急性期医療の病院として、入院後の早期の地域生活
への移行や、退院後の訪問看護等による在宅支援、
平成26年度に開設した認知症疾患医療センターによ
る専門医療などにより、圏域における中心的な役割
を担っている。

5,370,807 7,074 非該当 １５：１ - -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成27年度まで上昇傾向にあった
が、平成28年6月に運営を開始した新病院への移転経
費や、地域生活への移行に伴う患者数の減少により下
落している。
②医業収支比率は、上昇及び下降を繰り返している
が、平成28年度は新病院への移転経費や、地域生活へ
の移行に伴う患者数の減少により下落している。
③累積欠損金比率は、平成26年度の会計基準見直しに
伴う未処分利益剰余金を計上したが、その後も上昇し
ている。
④病床利用率は、平成28年度は患者数は減少したもの
の、病院新築に伴う許可病床数の減床により上昇して
いる。
⑦職員給与費対医業収益比率は、上昇及び下降を繰り
返しているが、平成28年度は職員給与費が減少したも
のの、患者数の減少による医業収益の減少により上昇
している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

69.5当該値 91.4 94.1 101.0 104.9 95.4 当該値 61.0 67.7

14,653 14,739

64.3 67.5

平均値 99.8 100.0 101.3 101.1 101.2 平均値

915.9 937.4 1,078.9 当該値 75.9 72.853.2 62.3 43.5 当該値 897.0 888.9

72.3 74.8 73.4

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

146.1 153.3 145.3 184.4 163.2 平均値69.6 69.6 69.1 69.8 69.4 平均値 74.2 73.6

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計基
準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有
形固定資産減価償却累計額は増加したが、平成27年
度以降は病院新築に伴う固定資産の計上により、大
幅に下落している。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準の
見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有形固
定資産減価償却累計額は増加したが、平成27年度以
降は病院新築に伴う医療機器購入等により、大幅に
下落している。
③１床当たり有形固定資産は、平成26年度まで低水
準で推移していたが、平成27年度以降は病院新築に
伴い、許可病床数を減床したことや、医療機器等を
購入したことにより大幅に増加している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

18,742 19,795

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,856 8,812 8,588 8,536 8,50220,395 20,681

12.2当該値 117.8 102.9 134.9 113.2 126.9

平均値 18,124

当該値 10.3 9.7当該値 7,007 7,363 7,509 7,571 8,04815,352 15,233 12.3 11.2当該値 14,359

全体総括

平均値 10.7 9.9 9.0 8.4 8.1平均値 86.0 84.5 84.4 84.6 85.6

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である⑤入
院患者１人１日当たり収益及び⑥外来患者１人１日
当たり収益は増加傾向にあるものの、②医業収支比
率及び④病床利用率は下落傾向にあることから、診
療報酬請求の適正化による医業収益の確保や、圏域
内において必要とされる機能の充実を図り、患者数
を確保していくことが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有形
固定資産減価償却率や②器械備品減価償却率は、平
成27年度に病院を新築していることから下落してお
り、更なる患者ニーズに対応しながら医業収益の確
保を図ることが必要となる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

12,588,466 35,170,658 38,919,105

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 22,744,336 23,558,262 24,879,291 26,363,375

当該値 74.1 73.0 83.1 27.4 16.8

H28 H24 H25

当該値 12,414,753 12,200,295当該値 70.6 65.2 83.4 40.0 37.8

26,996,532平均値 51.4 52.4 59.8 61.8 66.3平均値 37.4 39.0 43.7 44.3 46.7
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④病床利用率(％)
【74.2】
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③累積欠損金比率(％)
【63.6】
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【50.7】
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【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　北見病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 70

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 6 - 透 臨 - - 70

70

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　オホーツク第三次医療圏で唯一、心臓血管外科
手術を実施するなど、圏域における循環器・呼吸
器疾患の高度・専門医療の中心的な役割を担って
いる。

5,370,807 5,378 非該当 ７：１ 70 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率及び②医業収支比率は、平成27年
度まで上昇傾向にあったが、平成28年度は患者数
が増加したものの、⑤入院患者１人１日当たり収
益の減少による医業収益が減少し下落している。
③累積欠損金比率は、平成26年度の会計基準見直
しに伴い、未処分利益剰余金の計上による累積欠
損金の減少において下落し、その後は同水準で推
移している。
④病床利用率は、平均値と比較して低水準で推移
しているが、上昇傾向で推移しており、病院新築
に伴う平成28年度の許可病床数の減床により、上
昇幅が拡大している。
⑦職員給与費対医業収益比率は、平成27年度以降
は職員給与費の減少や、入院患者数の減少などに
よる医業収益の減少により下落傾向にある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

22.6当該値 96.9 93.6 100.8 107.5 97.0 当該値 62.1 58.5

88,155 86,844

81.4 35.4

平均値 97.1 96.3 96.9 97.7 98.4 平均値

206.6 188.2 204.6 当該値 14.4 17.367.8 68.9 55.6 当該値 466.0 464.3

69.0 64.9 66.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 139.9 107.2 平均値87.7 86.6 85.4 72.2 77.9 平均値 68.5 68.3

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止によ
り、有形固定資産減価償却累計額は増加したが、
平成27年度以降は、病院新築に伴う固定資産の計
上により大幅に下落している。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準
の見直しに伴うみなし償却制度の廃止により、有
形固定資産減価償却累計額は増加したが、平成27
年度以降は、病院新築に伴う医療機器購入等によ
り下落している。
③１床当たり有形固定資産は、平成26年度までは
低位で推移していたが、平成27年度以降は病院新
築に伴い、許可病床数を減床したことや、新築に
伴う医療機器購入等により、大幅に上昇してい
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 8,159 8,79725,920 24,882

35.1当該値 85.0 86.8 75.4 71.3 72.4

平均値 31,111

当該値 40.4 35.4当該値 15,333 15,422 16,171 15,788 17,75389,952 79,007 35.8 36.1当該値 107,948

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.3 17.4平均値 60.6 61.2 62.1 75.2 69.5

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である④
病床利用率は低水準ながら上昇傾向にあるもの
の、②医業収支比率は下落傾向にあることから、
診療報酬請求の適正化による医業収益の確保や、
圏域内の隣接する医療機関と連携を強化しながら
患者数を確保していくことが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有
形固定資産減価償却率や②器械備品減価償却率
は、平成27年度に病院を新築していることから、
更なる患者ニーズに対応しながら医業収益の確保
を図ることが必要となる。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

39,064,000 216,551,842 112,152,829

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 42,228,890

当該値 72.0 62.6 78.6 46.4 48.4

H28 H24 H25

当該値 35,277,592 36,304,115当該値 68.1 41.4 62.8 48.1 49.7

36,941,419平均値 64.2 63.3 69.6 67.2 70.0平均値 48.3 48.0 52.2 50.2 54.2
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④病床利用率(％)
【74.2】
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

41,260,555平均値 61.6 61.6 66.9 66.5 64.2平均値 47.2 48.2 49.7 48.1 44.7

当該値 33.5 37.1 43.4 47.3 50.9

H28 H24 H25

当該値 49,710,335 47,670,405当該値 70.5 75.8 84.9 85.9 87.5

H26 H27 H28

　「１．経営の健全性・効率性」の指標である②
医業収支比率、④病床利用率は下落傾向にあるこ
とから、診療報酬請求の適正化による医業収益の
確保や、患者ニーズに対応する体制整備を進めな
がら患者数を確保していくことが必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有
形固定資産減価償却率や②器械備品減価償却率は
上昇傾向にあるため、耐用年数を大幅に経過した
医療機器等の更新を進めながら、医業収益の確保
を図ることが必要となる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

52,145,921 48,161,856 48,296,274

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,077,241 34,106,897 37,367,806 39,301,664

全体総括

平均値 22.3 22.0 21.3 22.0 20.9平均値 56.7 56.5 57.6 58.3 59.7

17.5当該値 65.4 69.2 73.6 80.5 79.2

平均値 43,624

当該値 16.0 16.6当該値 13,467 14,185 13,883 14,848 14,42737,778 40,218 16.1 19.6当該値 35,654

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 10,842 11,009 11,173 11,881 12,02345,085 44,825

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、平成26年度の会計
基準の見直しに伴うみなし償却制度の廃止による
影響はなかったことから、経年により上昇してい
る。
②器械備品減価償却率は、平成26年度の会計基準
の見直しに伴うみなし償却制度の廃止による影響
はなかったことから、経年により上昇している。
③１床当たり有形固定資産は、センター開設後の
大規模修繕や高度医療機器の更新はないことか
ら、同水準で推移している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

43,981 45,099

69.8 71.2

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

99.7 103.1 87.1 81.6 84.7 平均値89.6 89.6 88.0 86.2 85.7 平均値 69.2 69.1

34,591 40,444

43.2 62.6

平均値 98.6 98.1 97.9 96.6 96.2 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 71.6 69.286.5 79.4 81.3 当該値 該当数値なし 該当数値なし

69.2

当該値 100.7 100.4 104.2 108.1 100.4 当該値 92.4 88.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成27年度まで上昇傾向に
あったが、平成28年度は患者数の減少による④病
床利用率の低下や、⑥外来患者１人１日当たり収
益の減少などにより下落している。
②医業収支比率は、患者数の減少による④病床利
用率の低下や、職員給与費や材料費の増加により
下落傾向にある。
⑦職員給与費対医業収益比率は、職員給与費が増
加傾向にあり、患者数の減少による医業収益の減
少により上昇している。
⑧材料費対医業収益比率は、平成27年度に高度な
手術件数の増加により上昇したが、平成28年度は
下落している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

64.3

209

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　北海道全域を圏域としており、ハイリスクの胎
児や新生児に対する特殊な周産期医療を提供する
特定機能周産期母子医療センター機能、先天性心
疾患等への高度医療を提供する循環器病センター
機能、医療的リハビリテーション等を提供する総
合発達支援センター機能を有しており、医療部門
と療育部門が連携した複合的な役割を担ってい
る。

5,370,807 18,116 非該当 １０：１ 209 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 16 - I 未 訓 ガ - - - 215

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 215

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道　子ども総合医療・療育センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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【49,667】


